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昨
年
度
か
ら
甲
府
法
人
会
の
副
会
長

と
、
さ
ら
に
は
担
当
委
員
会
と
し
て
税
制

委
員
会
の
委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
小
林
で
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
企
業
の
発
展
を
支
援
し
、
地
域
振
興

に
寄
与
し
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す

る
」
と
の
法
人
会
の
理
念
に
基
づ
き
、
税

制
改
正
に
関
す
る
提
言
活
動
に
注
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

税
制
委
員
会
の
取
り
組
み
は
、
地
域
経

済
の
担
い
手
で
あ
り
ま
す
中
小
企
業
の

活
性
化
と
公
平
・
中
立
・
簡
素
な
税
制
に

な
る
よ
う
提
言
す
る
た
め
、
全
国
法
人
会

総
連
合
が
作
成
し
た
「
税
制
改
正
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
通
じ
て
会
員
の

皆
様
か
ら
税
制
に
関
す
る
様
々
な
意
見

要
望
を
い
た
だ
き
、
そ
の
回
答
結
果
と
ご

意
見
を
も
と
に
甲
府
法
人
会
の
税
制
委

員
会
、
さ
ら
に
は
山
梨
県
法
人
会
連
合
会

の
税
制
委
員
会
に
て
議
論
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。「
税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
は
、
会
員
の
声
を
反
映
し

た
提
言
の
作
成
に
際
し
て
、
非
常
に
大
事

な
意
見
と
な
り
ま
す
。
一
つ
で
も
多
く
の

意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
今
後
の
よ
り

良
い
税
制
に
む
け
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

つ
な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
皆

様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の「
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」は
、

最
終
的
に
は
全
国
法
人
会
総
連
合
の
税

制
委
員
会
に
て
議
論
さ
れ
、
次
年
度
の

「
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
が
作
成
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
提
言
を
全
国
法
人

会
総
連
合
で
は
財
務
省
な
ど
の
関
係
省

庁
や
政
党
に
、
そ
し
て
山
梨
県
法
人
会
連

合
会
で
は
山
梨
県
選
出
の
国
会
議
員
や

山
梨
県
と
山
梨
県
議
会
に
、
各
法
人
会
で

は
市
町
村
長
及
び
市
町
村
議
会
の
議
長

を
訪
問
し
て
、
こ
の
提
言
内
容
を
丁
寧
に

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
実
現
を
図

る
努
力
を
す
る
と
同
時
に
法
人
会
の
活

動
内
容
を
公
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

法
人
会
は
行
政
等
に
「
税
」
に
つ
い
て
意

見
が
で
き
る
数
少
な
い
団
体
の
一
つ
で

す
。
今
後
も
、
そ
の
時
々
の
社
会
環
境
に

沿
っ
た
税
制
の
あ
り
方
と
い
う
も
の
を

念
頭
に
お
い
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

話
は
少
し
変
わ
り
ま
す
が
、
私
が
長
年

携
わ
っ
て
き
た
、
法
人
会
の
青
年
部
会
の

巻
頭
役
員
寄
稿

税
制
委
員
長
に
就
任
し
て

公
益
社
団
法
人

公
益
社
団
法
人  

甲
府
法
人
会

甲
府
法
人
会

副
会
長

副
会
長　　

小　

林　

成　

光

小　

林　

成　

光

最
近
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
少
子

高
齢
化
社
会
の
進
展
な
ど
の
社
会
構
造

の
変
化
へ
の
対
応
が
急
務
で
あ
る
な
か
、

全
国
法
人
会
総
連
合
の
青
年
部
会
連
絡

協
議
会
を
中
心
に
「
法
人
会
版
健
康
経

営
」
を
全
国
の
青
年
部
会
及
び
青
年
部
会

の
会
員
企
業
に
推
奨
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
「
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健
康
経
営
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
、「
企
業
の
活
力

向
上
に
よ
る
税
収
の
増
加
」
と 

「
適
切
な

医
療
利
用
に
よ
る
医
療
費
の
適
正
化
」
に

寄
与
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
例
え
ば
、

従
業
員
の
健
康
管
理
に
努
め
る
こ
と
や
、

病
院
で
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処

方
を
希
望
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
国
家
財
政

の
歳
入
・
歳
出
の
一
体
的
改
革
の
取
り
組

み
で
あ
る
「
社
会
保
障
制
度
」
に
つ
い
て

も
、
積
極
的
に
か
か
わ
る
こ
と
で
社
会
保

障
給
付
費
を
抑
制
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
法
人
会
で
は
、
今
後
の
税

制
の
あ
り
方
と
財
政
の
健
全
化
と
い
う

歳
入
・
歳
出
の
両
面
か
ら
国
や
社
会
に
貢

献
す
る
取
り
組
み
を
重
ね
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
株
式
会
社
小
林
製
作
所
　
　
　
　
　

 

代
表
取
締
役
社
長
）

税制委員会
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女
性
部
会
員
か
ら

寄
せ
ら
れ
た

浄
財
を
寄
託

女
性
部
会
員
か
ら

寄
せ
ら
れ
た

浄
財
を
寄
託

令
和
３
年
度
の

「
源
泉
部
会
講
習
会
」

が
閉
講

令
和
３
年
度
の

「
源
泉
部
会
講
習
会
」

が
閉
講

　

１
月
17
日
、
甲
府
記
念
日
ホ
テ
ル
に

お
い
て
新
春
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

前
年
に
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
同
時

配
信
も
行
い
ま
し
た
。
ご
来
賓
に
は
長

崎
知
事
、
山
梨
県
内
の
税
務
署
長
、
経

済
団
体
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
招
待
者

の
皆
様
と
会
員
を
含
め
１
５
０
名
の
出

席
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
１
０
０
件
の
視
聴

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

髙
野
会
長
の
年
頭
の
挨
拶
、
長
崎
知

事
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
明

治
大
学
政
治
経
済
学
部
の
飯
田
泰
之 

准

教
授
が
「
山
梨
の
強
み
と
弱
み 

～
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
成
長
に
む
け
て
～
」
と

題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
地
域
経
済
へ
の
影
響
や

地
域
再
生
が
日
本
経
済
の
生
命
線
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
と
て
も
分
か
り
や
す
く

お
話
し
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
皆
様
に

は
有
意
義
な
講
演
に
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
、
同
日
開
催
し
て
い
る
「
新
年

賀
詞
交
歓
会
」
は
前
年
に
続
き
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
が
、
来

場
者
は
短
い
時
間
で
は
あ
り
な
が
ら
も

お
互
い
の
近
況
な
ど
の
情
報
交
換
を
図

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

新
春
講
演
会
を
開
催

　

社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
女
性
部
会

で
は
、
年
間
を
通
し
て
行
事
開
催
の
際

に
募
金
活
動
を
行
い
、
部
会
員
か
ら
多

く
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
寄
せ

ら
れ
た
浄
財
は
３
月
25
日
に
飯
島
女
性

部
会
長
、
岸
本
監
事
が
山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
本

社
を
訪
問
し
て
、
公
益
財
団
法
人
山
日

Ｙ
Ｂ
Ｓ
厚
生
文
化
事
業
団
に
寄
託
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
道
危
機
救
済
金
と
し

て
役
立
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
「
源
泉
部
会
講
習
会
」

は
１
月
21
日
に
最
終
講
義
を
行
い
、
昨

年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
全
６
回
の
日

程
を
終
了
し
ま
し
た
。
初
級
講
座
・
上

級
講
座
と
も
に
６
回
全
て
に
出
席
し
た

皆
様
に
修
了
証
書
と
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
も
同
講
習
会
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
源
泉
徴
収
事
務
の
初
め
て

の
方
か
ら
経
験
の
長
い
方
ま
で
幅
広
く

受
講
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
23
名
に
修
了
証
書
を
授
与

講演する飯田准教授

年頭の挨拶を述べる髙野会長

浄財を渡す飯島女性部会長と岸本監事

閉講式
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公
益
社
団
法
人
甲
府
法
人
会　

令
和
４
年
度
事
業
計
画

 

● 

基
本
方
針

１
．�「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
企
業
の
発
展
を
支
援
し
、
地

域
振
興
に
寄
与
し
、
国
と
社
会
の

繁
栄
に
貢
献
す
る
」
と
の
理
念
の

も
と
、「
税
制
改
正
に
関
す
る
提

言
」、会
員
の
研
鑽
を
支
援
す
る
「
研

修
活
動
」、
地
域
振
興
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
「
地
域
社
会
貢
献

活
動
」
を
大
き
な
３
つ
の
柱
と
し

て
活
動
す
る
。

２
．�

支
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
を
強
化
し
、

組
織
力
の
強
化
と
会
員
増
強
に
取

り
組
む
。

３
．�

児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
租
税

教
育
活
動
の
充
実
を
図
る
。

４
．�

税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
へ
の
協

力
と
納
税
者
の
利
便
性
向
上
の
観

点
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

定
着
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
、
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）、
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ

ス
テ
ム
）
の
利
用
促
進
に
強
化
し

て
取
り
組
む
。

５
．�（
一
社
）山
梨
県
法
人
会
連
合
会（
以

下
「
県
連
」
と
い
う
）
と
の
連
携

強
化
を
図
る
。

６
．�

公
益
法
人
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
確
保
、
財
務
基
準
の
達
成
に
取

り
組
む
。

 

● 

主
な
事
業
計
画

 
Ⅰ　
公
益
目
的
事
業

１
．
税
に
関
す
る
事
業

⑴
税
知
識
の
普
及
・
税
の
啓
発
活
動

　
①
新
設
法
人
説
明
会

　

�　

新
た
に
設
立
さ
れ
た
法
人
を
対
象

に
、
税
務
上
必
要
な
申
請
届
出
等
の

手
続
き
や
、
事
業
開
始
に
際
し
て
の

法
人
税
法
上
の
留
意
点
等
に
つ
い
て

正
し
い
理
解
を
促
す
こ
と
を
目
的
に

開
催
す
る
。

　
②
決
算
法
人
説
明
会

　

�　

決
算
月
を
迎
え
た
法
人
を
対
象
に
、

税
制
改
正
事
項
等
決
算
手
続
き
を
行

う
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
等
を
説
明

し
、
適
正
な
法
人
税
等
の
申
告
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る
。

　

・�「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
の
説

明
を
同
時
に
実
施

　
③
源
泉
部
会
講
習
会

　

�　

源
泉
所
得
税
の
適
正
な
徴
収
を
行

う
た
め
、
改
正
税
法
の
要
点
や
経
理

事
務
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
事
項
等

に
つ
い
て
、
実
務
担
当
の
資
質
向
上

を
目
的
に
開
催
す
る
。

　

・�

ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
の
ほ
か
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ

Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
・
地
方
税
ポ
ー

タ
ル
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
地
方
税

の
申
告
・
納
税
の
手
続
き
の
説
明

を
実
施

　
④
年
末
調
整
等
説
明
会

　

�　

甲
府
税
務
署
管
内
の
全
事
業
所
を

対
象
に
、
給
与
所
得
者
の
一
年
間
の

所
得
税
額
の
確
定
と
正
し
い
申
告
お

よ
び
納
税
を
目
的
に
開
催
す
る
。

　
⑤�

税
務
研
修
会
（
各
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
、

部
会
関
係
）

　

�　

各
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
、
青
年
部
会
・

女
性
部
会
で
税
制
改
正
事
項
を
は
じ

め
様
々
な
税
に
関
す
る
研
修
テ
ー
マ

を
取
り
上
げ
、
税
に
関
す
る
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
正
し
い
税
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

す
る
。

　

・�

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
電
子
帳
簿
保

存
法
な
ど

　

・�
新
設
法
人
に
対
し
て
、
税
及
び
経

営
に
関
す
る
内
容
の
シ
リ
ー
ズ
の

研
修

　
⑥
税
務
関
連
セ
ミ
ナ
ー

　

・�

法
人
税
確
定
申
告
書
の
仕
組
み
や

作
成
方
法
な
ど

　

・�

各
種
補
助
金
と
税
制
優
遇
制
度
や

節
税
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

　
⑦�

税
務
に
関
す
る
教
材
・
資
料
の
配

付
・
活
用

　
⑧�

企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

　
⑨
租
税
教
育
活
動

　

�　

甲
府
税
務
署
管
内
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
、
税
の
大
切
さ
を
学
ん
で

も
ら
う
た
め
、
甲
府
税
務
署
の
協
力

を
得
て
、
以
下
の
活
動
を
実
施
す
る
。

　

・�

青
年
部
会
・
女
性
部
会
主
管
に
よ

る
小
学
校
で
の
税
金
教
室

　

・�

青
年
部
会
主
管
に
よ
る
租
税
教
育

イ
ベ
ン
ト

　

・�「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
展
」

　

・�「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」

　
⑩�

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利

用
促
進

　

�　

ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
普

及
定
着
を
様
々
な
機
会
に
広
く
納
税

者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
⑪「
税
の
無
料
相
談
会
」の
開
催

　

�　

東
京
地
方
税
理
士
会
甲
府
支
部
の

協
力
を
得
て
、
会
員
、
非
会
員
を
問

わ
ず
、
法
人
個
人
の
税
務
全
般
に
関

す
る
無
料
の
相
談
会
を
開
催
す
る
。

　
⑫�「
全
国
青
年
の
集
い
」及
び「
全
国
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」へ
の
参
加

⑵
税
制
改
正
提
言
活
動

　

地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企

業
の
活
性
化
と
公
平
・
中
立
・
簡
素
な

税
制
に
関
す
る
提
言
を
行
う
た
め
、
会
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員
そ
の
他
か
ら
税
制
に
関
す
る
意
見
要

望
を
汲
み
上
げ
、
県
連
経
由
で
全
法
連

が
取
り
ま
と
め
た
「
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
」
を
首
長
、議
会
議
長
に
提
出
し
、

そ
の
実
現
を
図
る
。

　
①�

税
制
に
関
す
る
調
査
研
究

　
②�

税
制
改
正
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

等
の
実
施
及
び
要
望
書
の
提
出

　
③�

法
人
会
全
国
大
会
（
税
制
改
正
に

関
す
る
提
言
を
確
認
）
へ
の
参
加

　
④�

税
制
改
正
事
項
の
実
現
の
た
め
の

要
望
活
動

⑶
広
報
活
動

　
①�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
租
税
関
係

情
報
の
広
報

　

�　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
っ
て
掲
載
内
容
の
充
実
を
図
り
、

各
種
研
修
会
等
を
広
く
一
般
に
公
開

す
る
。
ま
た
マ
ス
コ
ミ
等
も
活
用
し
、

研
修
会
等
の
募
集
案
内
を
行
う
。

　
②
「
甲
府
法
人
会
た
よ
り
」
の
発
行

　

�　

税
に
関
す
る
情
報
や
公
益
事
業
活

動
を
中
心
に
編
集
し
た
広
報
誌
「
甲

府
法
人
会
た
よ
り
」
を
年
４
回
発
行

す
る
。

　
③�

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
い
て
の
広
報

活
動

　

�　

税
に
つ
い
て
の
理
解
と
啓
発
を
促

す
こ
と
を
目
的
に
、
法
人
会
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
税
金
ク
イ
ズ
を
実
施
し
、
Ｐ

Ｒ
グ
ッ
ズ
を
配
付
す
る
。

　
④�

電
光
広
告
、
ラ
ジ
オ
広
告
等
の
利

用

　

�　

大
型
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
ラ
ジ
オ
広
告

な
ど
を
利
用
し
て
ｅ
－
Ｔ
ａ
ｘ
の
利

用
促
進
、
確
定
申
告
の
早
期
手
続
き

等
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
す
る
。

２
．
地
域
社
会
貢
献
事
業

⑴
本
会
主
管
活
動

　

①�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
利

用
推
進

　

②
福
祉
施
設
等
へ
の
寄
贈
活
動

　
③
青
少
年
育
成
体
験
教
室

　
　
（
少
年
サ
ッ
カ
ー
・
税
金
教
室
）

　
④
県
連
事
業
へ
の
協
力

　

・�

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
女
性

社
員
向
け
）

　

・
新
春
講
演
会

　
⑤
そ
の
他
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

⑵
青
年
部
会
・
女
性
部
会
主
管
活
動

　
①
福
祉
施
設
等
へ
の
寄
贈
活
動

　
②�「
富
士
山
ク
リ
ー
ン
作
戦
」に
参
加

　
③
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
活
動

 

Ⅱ　
収
益
事
業
等

１
．
収
益
事
業

⑴
不
動
産
賃
貸
関
係

　
①�

公
益
目
的
事
業
の
財
源
を
確
保
す

る
た
め
、
自
己
所
有
資
産
で
あ
る

甲
府
法
人
会
館
の
一
部
お
よ
び
駐

車
場
の
賃
貸
、
会
館
の
維
持
管
理

運
営

　
②�

登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
甲
府
法

人
会
館
の
見
学
希
望
者
へ
の
対
応

　
③�

山
梨
県
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

等
へ
の
協
力

２
．
会
員
支
援
事
業
等

⑴
福
利
厚
生
関
係

　

�

経
営
者
大
型
総
合
保
障
制
度
等
の
推

進
　

�　

経
営
者
や
従
業
員
の
病
気
・
事
故

等
を
保
障
す
る
法
人
会
独
自
の
福
利

厚
生
制
度
に
よ
り
、
会
員
企
業
の
福

利
厚
生
制
度
の
充
実
と
経
営
の
安
定

化
を
図
る
た
め
、
一
層
の
普
及
推
進

に
努
め
る
。
特
に
経
営
者
大
型
総
合

保
障
制
度
（
大
同
生
命
保
険
と
Ａ
Ｉ

Ｇ
損
害
保
険
の
セ
ッ
ト
商
品
）
は
、

全
法
連
が
中
心
と
な
っ
て
令
和
３
年

度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
法
人
会
福
利
厚

生
制
度
５
０
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

柱
で
あ
り
、
積
極
的
な
推
進
を
図
る
。

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
の
が
ん
保
険

等
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
普
及
推
進

に
努
め
る
。

⑵
会
員
の
支
援
・
増
強
関
係

　
�　

組
織
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、

会
員
の
維
持
と
増
強
を
目
標
と
し
て

組
織
ぐ
る
み
（
地
域
単
位
、
業
種
・

業
界
単
位
）
の
活
動
を
推
進
し
、
財

政
基
盤
の
安
定
化
に
つ
な
げ
る
。

　
①�

新
規
加
入
会
員
増
強
運
動
の
実
施

　
②�

法
人
会
福
利
厚
生
制
度
協
力
３
社
、

税
理
士
会
へ
の
会
員
獲
得
協
力
要

請
の
実
施

　
③
退
会
防
止
策
の
検
討
及
び
実
施

　
④
税
務
当
局
等
と
の
交
流
実
施

　

�　

税
務
当
局
と
の
相
互
信
頼
関
係
の

強
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸

成
及
び
会
員
間
の
異
業
種
交
流
を
目

的
に
交
流
会
等
を
開
催
す
る
。

　
⑤�

支
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
・
部
会
で

の
研
修
の
実
施

　

�　

支
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
・
部
会
主

催
で
、
支
部
の
会
員
や
部
会
員
の
親

睦
と
相
互
理
解
を
深
め
、
見
聞
を
広

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
を
実

施
す
る
。

 

Ⅲ　
会
務
運
営
事
業

１
．
各
種
会
議
の
開
催

⑴
定
時
総
会
、
理
事
会
、
正
副
会
長
会

⑵�

総
務
委
員
会
、
広
報
委
員
会
、
税
制

委
員
会
、研
修
委
員
会
、厚
生
委
員
会
、

組
織
委
員
会

⑶�

源
泉
部
会
、
青
年
部
会
、
女
性
部
会

の
各
役
員
会

⑷
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員
会

２
．
外
部
団
体
と
の
連
携

３
．�

全
法
連
事
業
及
び
県
連
事
業
へ
の

協
力
等

４
．
事
務
局
体
制
の
見
直
し
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弁
護
弁
護
士士    

    

古
屋　

俊
仁

古
屋　

俊
仁

事
業
承
継
と
遺
留
分
に
関
す
る

権
利
の
行
使

古
屋
法
律
会
計
事
務
所

た
株
式
の
株
主
権
の
行
使
方
法
は
株
主

権
を
行
使
す
る
者
１
人
を
共
有
者
全
員

が
定
め
て
会
社
に
届
け
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
し
、
不
動
産
が
共
有
と
な
っ

た
場
合
、
そ
の
管
理
は
多
数
決
で
ま
た
処

分
は
全
員
の
合
意
が
な
け
れ
ば
で
き
ま

せ
ん
。
株
主
権
を
行
使
す
る
者
を
決
め
る

の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
部
分

に
つ
い
て
遺
産
分
割
を
す
る
の
と
同
じ

く
ら
い
困
難
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
な
る
こ

と
は
、
遺
贈
の
目
的
財
産
が
事
業
用
財
産

で
あ
っ
た
場
合
に
は
円
滑
な
事
業
承
継

を
困
難
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
共

有
関
係
の
解
消
を
め
ぐ
っ
て
新
た
な
紛

争
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事

業
承
継
後
の
経
営
に
支
障
が
生
じ
、
遺
言

者
の
意
思
が
全
う
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

も
っ
と
も
、
遺
贈
を
受
け
た
者
は
、
遺

留
分
減
殺
を
受
け
る
べ
き
限
度
に
お
い

て
、
遺
贈
の
目
的
物
の
価
額
を
遺
留
分
権

利
者
に
弁
償
し
て
返
還
を
免
れ
る
こ
と

が
で
き
る
（
旧
民
法
第
１
０
４
１
条
）
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
価
額
の
決

定
と
弁
償
す
る
の
に
は
相
当
の
期
間
を

要
し
ま
す
の
で
、
そ
の
間
は
事
業
承
継
後

の
経
営
に
支
障
が
生
ず
る
こ
と
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
事
業
承
継
と
そ
れ
を

阻
害
す
る
遺
留
分
減
殺
請
求
と
い
う
大

き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

「
甲
は
株
式
会
社
Ａ
の
代

表
取
締
役
と
し
て
Ａ
社

を
経
営
し
て
い
る
。
甲
に

は
妻
乙
と
長
男
丙
、
次
男

丁
が
い
る
。
丙
は
Ａ
社
の
専
務
取
締

役
を
し
て
お
り
、
丁
は
Ａ
社
と
関
係

の
な
い
東
京
の
会
社
に
勤
務
し
て
い

る
。
Ａ
社
の
株
式
は
甲
が
60
％
、妻
乙

が
20
％
、長
男
丙
が
10
％
、次
男
丁
が

10
％
を
そ
れ
ぞ
れ
所
有
し
て
い
る
。

甲
は
長
男
丙
を
後
継
者
と
し
、
そ
の

承
継
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
に
、

長
男
丙
に
甲
所
有
の
Ａ
社
の
株
式

60
％
と
Ａ
社
が
事
業
用
に
使
用
し
て

い
る
Ｂ
土
地
を
長
男
丙
に
与
え
る
旨

の
遺
言
を
し
、
令
和
２
年
３
月
５
日

死
亡
し
た
。
上
記
の
株
式
及
び
土
地

が
甲
の
遺
産
の
大
部
分
で
あ
っ
た
た

め
、
丁
は
遺
留
分
に
関
す
る
請
求
を

し
た
。
妻
乙
も
丁
に
同
情
し
協
力
的

で
あ
る
。
Ａ
社
の
株
式
と
Ｂ
土
地
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。」

Q

❷ 

遺
留
分
制
度
は
遺
留
分
権
利
者
の

生
活
保
障
等
の
た
め
、
遺
言
に
よ
っ
て
も

奪
う
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
の
保
障
制

度
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
制
度
趣

旨
に
照
ら
せ
ば
、
遺
留
分
権
利
者
の
た
め

に
遺
産
の
一
部
に
つ
い
て
共
有
状
態
に

す
る
ま
で
の
必
要
性
は
な
く
、
遺
留
分
権

利
者
に
遺
留
分
に
相
当
す
る
価
額
を
返

還
さ
せ
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
民

法
を
改
正
し
、
遺
留
分
に
関
す
る
権
利
行

使
に
よ
り
遺
贈
の
一
部
が
当
然
無
効
と

な
り
、
共
有
状
態
が
生
ず
る
と
い
う
改
正

前
の
民
法
の
規
律
を
見
直
し
、
遺
留
分
に

関
す
る
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、

遺
産
の
共
有
状
態
と
は
な
ら
ず
、
金
銭
債

権
が
発
生
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
（
新
民

法
第
１
０
４
６
条
第
１
項
）。 

し
た
が
っ

て
、
従
来
の
問
題
は
解
消
し
、
あ
と
は
金

銭
の
支
払
い
に
つ
い
て
の
苦
労
が
残
る

だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
本
件
で
は
、
甲
所

有
の
Ａ
社
の
株
式
と
Ｂ
土
地
の
所
有
権

は
遺
留
分
の
権
利
の
行
使
が
な
さ
れ
て

も
、
丙
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
株
主
権
の
行
使
も

ま
た
Ｂ
土
地
の
管
理
処
分
も
丙
が
単
独

で
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
従
来
は
遺
留
分
減

殺
請
求
権
と
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
改
正

後
は
遺
留
分
侵
害
額
請
求
権
と
称
す
る

❶ 

遺
言
で
遺
産
を
特
定
の

者
に
与
え
る
こ
と
を
遺
贈
と

い
い
ま
す
が
、遺
言
者
の
死
亡

に
よ
り
遺
言
の
効
力
が
発
生
し
、
本
件
の

例
で
は
Ａ
社
の
60
％
の
株
式
と
Ｂ
土
地

は
長
男
丙
が
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
丁
ま
た
は
乙
が
遺
留
分
に

関
す
る
権
利
を
行
使
（
こ
れ
を
遺
留
分
減

殺
請
求
と
い
い
ま
す
）
す
る
と
、
遺
留
分

を
侵
害
し
た
部
分
に
つ
い
て
遺
贈
は
一

部
が
無
効
と
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

た
め
、
遺
贈
さ
れ
た
遺
産
は
遺
留
分
権
利

者
と
遺
贈
を
受
け
た
者
と
の
間
で
、
共
有

と
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
共
有
と
な
っ

A
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パズル・四字熟語
※空いているマスに漢字を入れて、四字熟語を完成させましょう。すべて完成させ、
　タテに読むと、また別の四字熟語が完成します。 なんだかわかりますか？

①
　　◯我独尊
紫電◯閃
問答◯用
　　◯律背反

？

？

？

？

②
　艱◯辛苦
先制◯撃
　　◯可抗力
孤城◯日

？

？

？

？

【答え】  ①…唯一無二  　②…難攻不落
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

旧
法
下
で
は
遺
留
分
減
殺
請
求
が
な

さ
れ
る
と
、
遺
産
分
割
協
議
を
し
そ
の
協

議
が
成
立
す
る
か
、
ま
た
は
価
額
弁
償
を

選
択
し
て
も
そ
の
価
額
が
確
定
し
そ
の

う
え
弁
償
さ
れ
る
ま
で
は
、
共
有
状
態
が

解
消
し
ま
せ
ん
が
、
新
法
下
で
は
遺
産
分

割
協
議
を
す
る
必
要
は
な
く
、
遺
留
分
侵

害
額
の
支
払
い
が
終
了
し
な
く
て
も
共

有
状
態
に
は
な
ら
ず
、
事
業
承
継
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

❸ 

し
か
し
な
が
ら
、
遺
留
分
侵
害
額
が

多
額
に
な
る
場
合
は
遺
贈
を
受
け
た
者

は
そ
の
金
銭
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
支
払
い
が
な

さ
れ
る
ま
で
は
遅
延
損
害
金
が
発
生
す

る
と
い
う
の
で
は
た
い
へ
ん
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
法
で
は
遺
贈
を

受
け
た
者
の
負
担
が
過
大
な
も
の
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
裁
判
所
は
、

遺
贈
を
受
け
た
者
の
請
求
に
よ
り
、
金
銭

債
務
の
全
部
又
は
一
部
の
支
払
い
に
つ

き
相
当
の
期
限
を
許
与
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
て
い
ま
す
（
新
民
法
第
１
０
４

７
条
第
５
項
）。

　

と
こ
ろ
で
、
金
銭
請
求
を
受
け
た
者
が

直
ち
に
金
銭
を
準
備
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
、
そ
の
支
払
期
限
を
延
ば
す
だ

け
で
は
な
く
、
金
銭
債
務
の
支
払
い
に
代

え
て
遺
贈
さ
れ
た
目
的
財
産
を
給
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
の
新
設
に

つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
が
、
採
用
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
事
者

の
合
意
で
代
物
弁
済
と
し
て
遺
贈
さ
れ

た
財
産
を
給
付
す
る
こ
と
は
、
譲
渡
所
得

税
等
の
発
生
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
可
能

で
あ
り
ま
す
。

❹ 

こ
の
改
正
法
は
平
成
31
年
（
２
０
１

９
年
）
７
月
１
日
以
降
開
始
す
る
相
続
か

ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
31
年
７
月
１
日
よ
り
前
に
開
始
し

た
相
続
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
の
法
律
を

適
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
平
成
31
年
７
月
１
日
前
に
死
亡

し
た
者
の
相
続
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年

７
月
１
日
前
に
遺
産
分
割
等
が
終
了
し

た
も
の
は
も
と
よ
り
、
平
成
31
年
７
月
１

日
ま
で
に
遺
産
分
割
等
が
終
了
し
て
い

な
い
も
の
に
つ
い
て
も
旧
法
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
件
は
令
和
２
年
３
月
５
日
に
相
続

が
開
始
さ
れ
た
事
案
で
す
の
で
株
式
及

び
Ｂ
土
地
の
所
有
権
は
後
継
者
丙
が
取

得
し
、
あ
と
は
金
銭
債
務
の
支
払
い
問
題

が
生
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
、
事
業
承
継
と
遺
言
及
び
遺
留
分

に
関
す
る
権
利
行
使
と
い
う
重
要
な
改

正
で
す
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
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税
理
士

税
理
士    

    

圓
井　

隆
司

圓
井　

隆
司

「
泡
の
出
る
色
と
り
ど
り
の
甘
い

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
」は
悪
者
か
？

東
京
地
方
税
理
士
会
　
甲
府
支
部

1 �

お
酒
の
課
題
あ
れ
こ
れ

　

お
そ
ら
く
、
甲
府
法
人
会
に
も
お
酒
に

関
係
す
る
事
業
者
の
方
は
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
お
酒

の
製
造
業
者
…
…
山
梨
県
で
し
た
ら
、
日

本
一
の
ぶ
ど
う
の
産
地
で
す
の
で
、
ワ
イ

ン
の
製
造
業
者
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
日
本
酒
、
ク
ラ

荷
さ
れ
た
お
酒
に
係
る
酒
税
に
滞
納
な

ど
が
な
く
、
歳
入
と
し
て
適
切
に
国
庫
に

入
る
こ
と
で
す
。
た
だ
、
現
在
、
酒
税
収

入
は
、
全
税
収
の
2
％
足
ら
ず
で
あ
り
、

約
100
年
前
に
40
％
、
昭
和
20
～
30
年
代
に

10
～
20
％
を
占
め
て
い
た
時
と
は
「
酒
税

の
保
全
」
の
重
要
度
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。

　

次
の
課
題
と
し
て
は
、
お
酒
は
ア
ル

コ
ー
ル
飲
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
未
成
年

者
飲
酒
防
止
（
令
和
2
年
か
ら
「
20
歳
未

満
飲
酒
防
止
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。）
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
問
題

が
あ
り
ま
す
。
未
成
年
者
の
飲
酒
は
、
医

学
的
に
心
身
の
成
長
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
や
、
成
人
で
あ
っ
て
も
過
度
な
飲

酒
は
健
康
を
害
す
る
こ
と
な
ど
を
国
民

に
周
知
し
て
い
ま
す
。

　

3
つ
目
の
課
題
は
、
お
酒
の
安
売
り
問

題
で
す
。
ス
ー
パ
ー
や
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

ス
ト
ア
な
ど
で
お
酒
が
と
て
も
安
い
価

格
で
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
な
ぜ
い
け
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？
物
が
安
い
こ
と
は
消
費
者
に

と
っ
て
は
良
い
こ
と
で
す
。
実
は
、
こ
れ

は
先
ほ
ど
の
「
酒
税
の
保
全
」
に
関
係
す

る
の
で
す
。
例
え
ば
あ
る
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
ス
ト
ア
が
お
酒
の
安
売
り
を
し
た
こ

と
に
よ
り
、
適
正
な
利
益
が
得
ら
れ
ず
、

そ
の
お
酒
の
仕
入
先
へ
の
買
掛
金
の
支

払
い
が
滞
っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
が

お
酒
の
出
荷
元
に
ま
で
影
響
し
、
売
上
代

金
が
回
収
で
き
な
い
と
す
る
と
、
そ
の
代

金
に
含
ま
れ
る
酒
税
分
も
回
収
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
お

酒
の
安
売
り
が
業
界
の
課
題
の
一
つ
で

あ
る
と
い
う
理
由
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
先
ほ
ど
も
触
れ
た
よ
う
に
、
酒
税
収

入
の
占
め
る
割
合
を
考
え
る
と
ど
う
で

し
ょ
う
か
…
…
。

　

た
だ
、
安
売
り
が
問
題
で
あ
る
こ
と
の

理
由
は
、「
酒
税
の
保
全
」
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
未
成
年
者
飲
酒
防
止
や
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
問
題
に
も
関
係
が
あ
り

ま
す
。
お
酒
が
あ
ま
り
に
安
い
と
、
未
成

年
者
に
も
簡
単
に
買
え
る
商
品
と
な
り

ま
す
し
、
過
度
の
飲
酒
を
煽
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

さ
て
、
最
後
の
課
題
は
、
お
酒
の
需
要

振
興
、
中
小
酒
類
業
者
の
業
績
向
上
支

援
、
若
者
の
飲
酒
離
れ
対
策
な
ど
な
の
で

す
が
、
あ
る
面
、
過
度
な
飲
酒
の
防
止
と

相
反
す
る
課
題
で
す
。
一
方
で
酒
量
を
抑

制
し
な
が
ら
、
飲
酒
の
担
い
手
を
作
っ
て

い
く
と
い
う
推
進
策
を
実
施
し
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
お
酒
、
特
に
日
本
酒
や
本

格
焼
酎
に
は
日
本
の
伝
統
文
化
的
側
面

も
あ
り
、
こ
れ
を
守
っ
て
い
く
必
要
も
あ

る
わ
け
で
、
お
酒
の
課
題
は
こ
の
よ
う
に

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。

フ
ト
ビ
ー
ル
な
ど
で
し
ょ
う
か
。
次
に
お

酒
の
販
売
業
者
で
は
、
卸
売
業
者
、
小
売

業
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
次
に
は
、
お
店
で

お
酒
を
提
供
す
る
飲
食
業
の
方
も
も
ち

ろ
ん
お
酒
に
関
係
す
る
事
業
者
で
す
。

　

お
酒
の
業
界
、
お
酒
に
関
し
て
は
、
い

く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

最
も
重
要
な
課
題
は
、「
酒
税
の
保
全
」
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
酒
蔵
か
ら
出

　
さ
て
、日
頃
、税
制
改
正
や
税
法
解
釈
な
ど
の
解
説
を
お
届
け
し
て
い
る

甲
府
法
人
会
た
よ
り
「
税
務
相
談
」
で
す
が
、
今
回
は
、
ホ
ッ
と
一
息
、

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
な
ら
ぬ
リ
カ
ー
タ
イ
ム
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
時
代
の
30
年
余
り
、
国
税
局
、
税
務
署
で
、
長
く
酒
税
の
仕

事
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
の
課
題
へ
の
取
組
み
等
に
つ
い
て
、当
時
感

じ
た
こ
と
な
ど
を
お
話
し
で
き
る
範
囲
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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2 �

当
局
や
業
界
の
取
組
み

　

課
題
解
決
の
た
め
の
具
体
的
取
組
み

は
、
未
成
年
者
飲
酒
防
止
と
し
て
は
、
強

調
月
間
を
設
け
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を

行
っ
た
り
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
小
売
店
舗
の
陳
列
棚
な

ど
へ
の
表
示
義
務
を
課
し
た
り
、
レ
ジ
で

の
年
齢
確
認
を
義
務
化
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
お
酒
の
安
売
り
防
止
に
は
、
酒
類

の
公
正
な
取
引
の
た
め
の
「
指
針
」
や

「
基
準
」
を
定
め
、
公
表
し
、
お
酒
の
製

造
業
者
、
販
売
業
者
に
対
し
て
、
順
守
状

況
を
調
査
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
最
後
に

需
要
振
興
策
と
し
て
は
、
人
口
減
少
の
状

況
に
あ
る
我
が
国
に
あ
っ
て
は
、
海
外
に

需
要
を
求
め
て
い
く
輸
出
振
興
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
、
平
成
5
年
で
し
た

か
、
酒
税
の
仕
事
に
初
め
て
携
わ
っ
た
時

期
で
す
が
、
日
本
酒
の
製
造
業
者
の
方
と

お
話
し
す
る
機
会
が
あ
り
、「
ぶ
ど
う
を

原
料
と
し
て
醸
造
し
た
ワ
イ
ン
が
世
界

中
で
飲
ま
れ
て
い
ま
す
。
お
米
を
原
料
と

し
た
醸
造
酒
で
あ
る
日
本
酒
が
世
界
の

人
に
好
ま
れ
な
い
わ
け
が
な
い
！
輸
出

は
し
な
い
の
で
す
か
？
」
と
尋
ね
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
30
年
も
前
か
ら
、
輸
出
振

興
が
課
題
で
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て

い
ま
す
。
お
酒
の
課
題
へ
の
取
組
み
は
、

長
年
、
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
業
界
に

も
、
そ
の
時
々
の
課
題
が
あ
り
、
そ
の

時
々
に
よ
っ
て
課
題
へ
の
取
組
み
も
、
そ

の
解
決
方
法
も
変
化
し
て
い
る
と
思
う

の
で
す
が
…
…
。

3 �

未
成
年
者
が
飲
酒
し
て
し
ま

う
わ
け

　

こ
こ
で
改
め
て
、「
未
成
年
者
飲
酒
防

止
」
と
い
う
課
題
を
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
の
子
供
の
こ
ろ
の
話
で
す

が
、
当
時
は
、
飲
酒
が
子
供
の
成
長
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
強
く
言
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
で
あ
り
、
今
は
亡

き
叔
父
が
家
に
来
た
時
、
夕
食
時
に
よ
く

ビ
ー
ル
を
飲
ま
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
と
て
も
苦
か
っ
た
ビ
ー

ル
が
ま
あ
ま
あ
飲
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
自
宅
に
常
備
し
て
い
た

ビ
ー
ル
は
、
当
時
、
特
に
ラ
ガ
ー
ビ
ー
ル

と
も
呼
ば
れ
て
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
こ
と
さ
ら
苦
い
ビ
ー
ル
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
ま
だ
少
年
時
代
で
す
が
、
家
族

旅
行
に
行
っ
た
際
に
は
、
自
宅
の
ビ
ー
ル

と
は
違
う
メ
ー
カ
ー
の
ビ
ー
ル
と
出
会

い
、
そ
の
飲
み
や
す
さ
に
感
動
を
覚
え
、

以
後
よ
く
隠
れ
て
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い

ま
し
た
。

　

さ
て
、
近
頃
の
未
成
年
者
の
飲
酒
は
ど

の
よ
う
な
状
況
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
し
ょ
う
か
。
友
達
同
士
で
ち
ょ
っ

と
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
を
す
る
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
す
る
な
ど
、
成
人
不
在
の
場

で
、
大
人
か
ら
隠
れ
て
「
お
酒
」
を
飲
も

う
！
と
確
信
犯
的
に
飲
む
の
で
し
ょ
う
。

お
酒
を
買
い
に
行
っ
た
と
き
、
陳
列
棚
に

「
こ
れ
は
お
酒
で
す
！
未
成
年
者
の
飲
酒

は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。」
と
表

示
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
買
う
こ
と
を

た
め
ら
う
で
し
ょ
う
か
？
お
酒
を
買
お

う
と
お
店
に
来
て
い
る
の
で
、
表
示
を
見

て
た
め
ら
う
と
い
う
こ
と
は
、
中
々
考
え

に
く
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
で
は
、お
店
で
、

ど
の
よ
う
な
お
酒
を
選
ぶ
で
し
ょ
う

か
？
少
年
時
代
の
私
の
よ
う
な
未
成
年

者
は
、
そ
ん
な
に
は
い
ま
せ
ん
。
や
は
り

ジ
ュ
ー
ス
の
よ
う
な
甘
い
お
酒
を
選
ぶ

の
で
し
ょ
う
。
甘
い
お
酒
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
カ
ク

テ
ル
、
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ
、
果
実
の
お
酒
…

色
と
り
ど
り
の
缶
入
り
で
、
時
に
可
愛

く
、
時
に
ト
ロ
ピ
カ
ル
な
容
器
の
お
酒
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
ど
の

製
品
も
大
体
同
じ
で
、
容
器
は
カ
ラ
フ
ル

で
す
が
、中
身
は
透
明
か
、薄
い
色
つ
き
、

総
じ
て
泡
の
出
る
甘
い
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
で
す
。
酒
税
法
上
は
リ
キ
ュ
ー
ル
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
大
半
で
す
。
作
り
方
は
原

料
用
ア
ル
コ
ー
ル
に
果
汁
や
糖
分
、
香

料
、
色
素
な
ど
を
混
ぜ
て
缶
詰
、
瓶
詰
に

す
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
料
の
割
合

を
調
整
す
る
こ
と
で
い
く
ら
で
も
甘
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
酒
と
い
う
の

は
、
元
々
、
糖
分
を
有
す
る
果
実
や
穀
物

に
微
生
物
が
作
用
し
て
、
発
酵
し
、
醸
造

さ
れ
、
ま
た
、
蒸
留
し
て
製
造
さ
れ
る
も

の
で
す
。
い
わ
ば
、
甘
い
も
の
を
ア
ル

コ
ー
ル
に
代
え
て
い
く
作
業
が
微
生
物

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
、
出
来
上
が
っ

た
お
酒
は
本
来
決
し
て
甘
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
発
酵
食
品
で
あ
る
日
本
酒

や
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
な
ど
の
お
酒
に
対
し

て
、「
泡
の
出
る
色
と
り
ど
り
の
甘
い
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
」
は
、
私
に
は
工
業
製
品

と
し
か
思
え
な
い
の
で
す
が
、
お
そ
ら

く
、
こ
の
よ
う
な
商
品
が
市
場
に
登
場
し

な
け
れ
ば
、
未
成
年
者
の
飲
酒
は
業
界
の

課
題
に
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
子
供
は
、
成
長
し
て

い
く
過
程
で
、
だ
ん
だ
ん
甘
く
な
い
も
の

も
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
大
人
に

な
る
こ
ろ
に
は
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
も

ス
ト
レ
ー
ト
テ
ィ
ー
も
飲
め
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
の
と
同
様
に
お
酒
も
飲
め

る
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な
の

に
、
わ
ざ
わ
ざ
子
供
で
も
飲
め
る
よ
う
な

甘
い
お
酒
を
作
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
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4 �「
泡
の
出
る
色
と
り
ど
り
の
甘

い
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
」
の
罪

　

で
は
、
だ
れ
が
ど
う
い
う
理
由
で
甘
い

お
酒
を
造
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

お
店
の
陳
列
棚
を
見
る
と
よ
く
わ
か
り

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
商
品
は
誰
も
が

知
っ
て
い
る
大
手
企
業
の
製
品
で
す
。
で

は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？
売
れ
る
か
ら
と
い

う
の
は
当
然
な
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な

商
品
は
、
既
に
あ
る
原
料
品
の
種
類
や
分

量
、
割
合
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

商
品
ア
イ
テ
ム
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
コ
ス
ト
を
下
げ
て
売
上
を

伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
格
好
の
商
材
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
社
会
的
に
は

問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
商
品
で
す
が
、

企
業
利
益
を
生
む
商
品
な
の
で
す
。
大
手

企
業
は
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
一
方
で
、
人

口
減
少
社
会
の
中
、
飲
酒
人
口
も
減
っ
て

い
る
た
め
、
企
業
の
維
持
継
続
の
た
め
な

ら
、
未
成
年
者
に
ま
で
酒
の
消
費
を
広
げ

て
も
ら
う
…
…
と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ

で
す
が
、
利
益
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
社

会
性
を
考
慮
し
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。「
酒
」
と
い
う
特
殊
な
商
材
を

扱
う
大
企
業
な
ら
ば
社
会
的
、
文
化
的
側

面
を
考
慮
し
た
生
産
活
動
を
行
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
し
、「
ビ
ー
ル
」
と

い
う
従
来
か
ら
の
醸
造
酒
を
主
力
商
品

と
し
て
い
る
大
企
業
な
わ
け
で
す
か
ら
、

甘
い
お
酒
で
食
事
が
摂
れ
る
現
代
の
若

者
に
対
す
る
「
食
育
」
を
担
う
と
い
う
意

味
で
も
社
会
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
手
軽
に
安
く
、
甘
い
お
酒
が
あ

る
か
ら
、
未
成
年
者
飲
酒
と
い
う
問
題
が

発
生
す
る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
課
題
解

決
に
向
け
て
取
り
組
む
と
話
は
簡
単
で

す
。
販
売
店
に
負
担
を
強
い
て
陳
列
棚
に

表
示
を
し
な
く
て
も
、
ど
こ
か
ら
見
て
も

お
じ
さ
ん
に
対
し
、
レ
ジ
係
が
「
20
歳
以

上
で
す
か
？
」
と
聞
か
な
く
て
も
、
甘
い

お
酒
が
な
け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
未
成
年

者
は
飲
酒
し
な
い
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ

が
、
現
状
は
、
企
業
利
益
や
自
由
な
企
業

活
動
の
観
点
か
ら
は
な
か
な
か
甘
い
お

酒
を
規
制
す
る
の
は
難
し
く
、
大
企
業
の

良
心
に
任
せ
る
し
か
な
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
局
と
し
て
も
「
泡
の

出
る
色
と
り
ど
り
の
甘
い
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
」
が
未
成
年
者
飲
酒
の
一
因
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
税
収
の
大
き
な
稼
ぎ
手
で
あ

る
た
め
、
規
制
し
に
く
い
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
法
律
的
に
は
リ
キ
ュ
ー
ル
の
要
件
の

う
ち
、
エ
キ
ス
分
（
現
在
は
、
2
％
以
上

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。）
に
上
限
を
設
け

て
、
甘
み
を
う
ん
と
抑
え
た
も
の
と
す
れ

ば
規
制
で
き
そ
う
で
は
あ
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
当
局
の
行
政
効
率
と
い
う
点

で
も
、「
未
成
年
者
飲
酒
防
止
」
と
い
う

課
題
解
決
の
た
め
の
具
体
的
取
組
み
の

効
果
、
結
果
は
ど
う
な
の
か
、
と
も
思
う

の
で
す
が
…
…
や
は
り
各
大
手
企
業
、
当

局
と
も
に
缶
入
り
、
瓶
入
り
の
「
泡
の
出

る
色
と
り
ど
り
の
甘
い
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
」
の
規
制
に
踏
み
込
む
気
は
無
い
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

5 �

ま
と
め

　

最
後
に
、
お
酒
の
文
化
的
側
面
か
ら
、

酒
類
間
シ
ェ
ア
と
い
う
見
方
を
す
る
と
、

こ
こ
数
年
、
数
十
年
で
し
ょ
う
か
、「
泡

の
出
る
色
と
り
ど
り
の
甘
い
ア
ル
コ
ー

ル
飲
料
」
が
大
部
分
を
構
成
す
る
リ

キ
ュ
ー
ル
が
本
来
の
醸
造
酒
や
蒸
留
酒

で
あ
る
日
本
酒
や
ビ
ー
ル
、
焼
酎
な
ど
の

シ
ェ
ア
を
奪
い
、
一
人
勝
ち
の
状
態
で

す
。
令
和
元
年
度
に
は
、
ビ
ー
ル
単
体

（
発
泡
酒
や
第
三
の
ビ
ー
ル
を
除
い
て
）

の
出
荷
数
量
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
な
お
、
山
梨
県
が
全
国
3
位
で
あ
る

果
実
酒
（
ワ
イ
ン
）
は
、
こ
こ
10
年
く
ら

い
は
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
状
況
で

す
。
ま
た
、
ウ
イ
ス
キ
ー
は
伸
び
て
い
る

の
で
す
が
、
こ
れ
は
、「
泡
の
出
る
色
と

り
ど
り
の
甘
い
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
」
と
似

た
缶
入
り
ハ
イ
ボ
ー
ル
の
増
加
に
よ
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ

う
な
甘
い
お
酒
に
も
実
は
文
化
的
側
面

が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
バ
ー

や
シ
ョ
ッ
ト
バ
ー
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
Ｂ

Ａ
Ｒ
」
で
提
供
さ
れ
る
カ
ク
テ
ル
は
、
技

術
や
知
識
を
持
っ
た
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が

カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
に
向
き
合
い
、
そ
の
場

で
作
っ
て
く
れ
る
い
わ
ば
「
作
品
」
と
も

い
え
る
も
の
で
、
お
酒
の
伝
統
的
な
文
化

の
一
つ
で
す
。
カ
ク
テ
ル
系
の
お
酒
は
、

こ
の
よ
う
な
場
所
で
、
洒
落
た
音
楽
や

ト
ー
ク
と
と
も
に
楽
し
み
た
い
も
の
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
缶
入
り
、
瓶
入
り

の
「
泡
の
出
る
色
と
り
ど
り
の
甘
い
ア
ル

コ
ー
ル
飲
料
」
は
今
や
、
低
ア
ル
コ
ー
ル

で
飲
み
や
す
い
お
酒
と
し
て
国
民
の
食

生
活
に
も
広
く
定
着
し
て
お
り
、
消
え
て

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
。
私

と
し
て
は
、
未
成
年
者
飲
酒
防
止
の
観
点

か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
お
酒
の
本
質
、
伝
統

文
化
的
側
面
か
ら
も
缶
入
り
、
瓶
入
り
の

「
泡
の
出
る
色
と
り
ど
り
の
甘
い
ア
ル

コ
ー
ル
飲
料
」
が
そ
れ
こ
そ
水
泡
に
帰

し
、
辛
く
て
、
苦
く
て
、
深
い
、
本
来
の

醸
造
酒
や
蒸
留
酒
を
嗜
む
こ
と
が
で
き

る
大
人
だ
け
が
楽
し

む
お
酒
の
世
界
の
実

現
を
切
に
願
い
、
終

わ
り
と
し
ま
す
。
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会社のための税情報
会社にまつわる『　　　　　』をお伝えします。

（協力：甲府税務署）

様 な々情報様 な々情報

源泉所得税源泉所得税

国外居住親族について扶養控除等の適用
を受けるためには、親族関係書類及び送
金関係書類の確認が必要です。
※国外居住親族 :非居住者である親族

社　長 今年我が社に入社した劉さん、お父さんが中国に住んでいるって言ってたけど、国外

居住親族も扶養控除等の適用を受けられるのかな。

社　長 なるほど、

①親族関係書類で社員の親族であることを確認

②送金関係書類で社員がその年に、その親族に、生活費や教育費を支払っていること

を確認しなければならないのだな。

送金額に条件はあるのかな ?

社　長 国外居住親族が３０歳以上７０歳未満の場合、留学生や障害者でない限り、送金額の条

件が加わるのだな。

社　長 親族関係書類や送金関係書類等について、国税庁のホームページにＱ＆Ａ等の情報が

掲載されているので、確認しておかないといけないね。

給与担当者 国外居住親族も扶養控除等の適用を受けられますよ。

但し、扶養控除等申告書以外にも提出又は提示してもらわなければいけない書類があ

ったと思いますので、国税庁のホームページで調べてみましょう。

給与担当者 現在は特に送金額の基準は定められていないとのことですが、送金関係書類はその親

族が社員と生計を一にしていることを明らかにするための書類なので、送金額が少額

の場合は送金の目的等を確認しておく必要がありますね。

なお、令和５年以降は、３０歳以上７０歳未満の非居住者について、以下の人以外は扶

養控除の対象とならなくなるそうです。

①留学により国内に住所及び居所を有しなくなった者

②障害者

③その社員から、その年に生活費又は教育費に充てるための支払を３８万円以上受け

ている者

給与担当者 そうですね。劉さんの場合、中国に住んでいるお父さんについて、親族関係書類と送

金関係書類を提出又は提示してもらわないといけないということですね。

そして、お父さんは３０歳以上７０歳未満で、留学生でも障害者でもないので、令和５

年以降は送金額が年間３８万円以上であるか確認しないといけなくなるということで

すね。

法人会キャラクター：けんた
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会社のための税情報
会社にまつわる『　　　　　』をお伝えします。

（協力：甲府税務署）

様 な々情報様 な々情報

「自主点検チェックシート」について前回は、点検項目のうち「I. 社

内体制」をご紹介しました。今回は、「II. 貸借関係（資産科目）」です。

「II. 貸借関係（資産科目）」の点検項目は、次のように分かれています。

それでは、点検項目の中から、主なものをいくつかピックアップして見ていきたいと思います。

現預金現預金
小切手小切手

受取手形受取手形

固定資産固定資産 貸付金貸付金
有価証券有価証券
出資金出資金
会員権会員権

売掛金売掛金
未収金未収金

棚卸資産棚卸資産 貯蔵品貯蔵品

仮払金仮払金
前渡金前渡金
前払費用前払費用
立替金立替金

点 検 項 目 ポ イ ン ト

20

　決算期末においては、締め

後の取引についても、売掛金

等に含めていますか。

　目的物の引渡しや役務の提供が完了しているものは、収益に

計上する必要があります。

　決算期末において、これらのものが収益に計上されていない

ことが税務調査で判明した場合は、収益の計上漏れとして指摘

されます。

22
　棚卸表の原始記録は廃棄さ

れずに保存されていますか。

　実地棚卸をどのように行ったかを明らかにし、適切な在庫管

理を行うためにも棚卸表の原始記録の保存は重要です。

　税務調査においても実地棚卸の実施状況を確認するために棚

卸表の原始記録の提示を求める場合があります。

27

　商品券・印紙・切手等は、

受払簿等を作成し、その管理

が適正に行われていますか。

　決算期末時点で購入後、使用せずに残っている商品券・印紙・

切手等は、貯蔵品として計上する必要があります。

　受払簿等を作成することで、正確な残数量を把握できるとと

もに、誰が、何時、何の目的で使用したかも明らかにできるので、

不正の防止にも役立ちます。

31

　固定資産の現物と補助簿

（減価償却台帳）は定期的に

照合していますか。

　固定資産の現物と補助簿を照合することで、その固定資産の

所在を明らかにすることができるとともに、減価償却費や除却

損益の適切な計上にもつながります。

　税務調査においても、実際にその場所に出向いて、補助簿と

現物を照合することで適切な会計・税務処理が行われているか

確認することがあります。
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甲府法人会 電話番号：０５５－２３７－７７７４
メールアドレス：info@kofu-hojinkai.jp
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山山梨梨県県かかららのの お 知 ら せ

山梨県自動車税センター … TEL：０５５－２６２－４６６２（代）

● お問い合わせ先

自動車税（種別割）のグリーン化特例について
　令和３年度に新車新規登録した環境負荷が小さい一定の自動車は、令和４年度の自動車税（種別割）
が軽減されます（軽課）。逆に、新車新規登録から一定年数を経過した自動車（電気自動車等一部の自
動車を除く。）は、税率を重くする特例措置が行われます（重課）。

● 重課の対象となる自動車
対　　象　　車　　種 上乗せ率

平成２１年3月31日以前に新車新規登録したガソリン車・ＬＰＧ車
概ね15％

平成２３年3月31日以前に新車新規登録したディーゼル車
上記のうち、バス（一般乗合用を除く。）及びトラック（被けん引車を除く。） 概ね10％
※電気・天然ガス・メタノール・ガソリンハイブリッド自動車、一般乗合用バス及び被けん引車は対象外

● 軽課の対象となる自動車
　［新車新規登録年度が令和３年度（令和３年4月1日～令和４年3月31日）］

対　象　・　要　件 特例措置の内容
電気自動車
燃料電池自動車
プラグインハイブリッド自動車
天然ガス自動車（平成21年排出ガス規制NO×10％以上低減又は平成30年排出ガス規制適合）

概ね75％軽減

営業用の乗用車
（ガソリン車・ＬＰＧ車）

排出ガス性能 燃費性能 －

平成17年排出ガス基準75％低減
又は

平成30年排出ガス基準50％低減

令和2年度燃費基準達成かつ
令和12年度燃費基準90％達成 概ね75％軽減

令和2年度燃費基準達成かつ
令和12年度燃費基準70％達成 概ね50％軽減

営業用の乗用車
（クリーンディーゼル車）

平成21年排出ガス規制適合
又は

平成30年排出ガス規制適合

令和2年度燃費基準達成かつ
令和12年度燃費基準90％達成 概ね75％軽減

令和2年度燃費基準達成かつ
令和12年度燃費基準70％達成 概ね50％軽減

５月は自動車税（種別割）の納期です
　自動車税（種別割）は、毎年４月１日午前０時時点で、運輸支局に登録されている自動車の所有者（割
賦販売の場合は使用者）に対して課税される県税です。県から送られる納税通知書により、５月３１
日（火）までに納めてください。
　スマートフォンアプリ（PayPay・LINE Pay）でも納付ができます。

令和４年５月３１日（火）● 納期限

以下の方法で納付できます。詳しくは県ホームページ「県税の納税方法について」をご覧下さい。
・スマートフォンアプリ（PayPay　LINE Pay）
・コンビニエンスストア（セブン－イレブン、ファミリーマート、ローソンなど）
・クレジットカード、Pay-easy（インターネットバンキング）
・金融機関（銀行、信用金庫、信用組合、郵便局など）
・山梨県の機関（総合県税事務所、各地域県民センター）

● 納付方法について

県税の納税
方
法

− 13−



新入会員紹介（令和 4年 1月～ 4月） （順不同・敬称略） 

全
国
健
康
保
険
協
会

山
梨
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

令
和
４
年
度
の
健
康
保
険
料
率
及
び
介
護
保
険

料
率
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
山
梨
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、

９
．６
６
％
と
な
り
、５
年
連
続
の
引
き
下
げ
で
す
。

「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
」
の
総
合
評
価
順
位
が
全

国
47
支
部
中
11
位（
こ
れ
ま
で
の
最
高
順
位
）と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
報
奨
金
が
受
け
ら
れ
、
料
率
に
し

て
約
０
．０
２
％
の
引
き
下
げ
分
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

健
康
保
険
料
率
の
上
昇
を
抑
え
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
評
価
を
上
位
で
維
持
す
る
た
め
に
は
、
加
入
者

及
び
事
業
主
の
皆
様
が
、
①
健
診
に
よ
る
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
②
健
康
増
進
に
向
け
た

生
活
習
慣
の
見
直
し
、
③
医
療
給
付
費
の
上
昇
を

抑
え
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
、
に
積
極

的
に
取
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
引

き
続
き
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

介護保険料率（全国一律）

令和4年2月分
（3月納付分）まで

1.80％

令和4年3月分
（4月納付分）以降

1.64％

山梨支部  健康保険料率

令和4年2月分
（3月納付分）まで

9.79％

令和4年3月分
（4月納付分）以降

9.66％
報奨金原資拠出分
0.007％を含む

報奨金原資拠出分
0.007％を含む

発
行
所
　
公
益
社
団
法
人  

甲
府
法
人
会

　
　
　
　

広
報
委
員
長　

輿
水　

順
彦

　
　
　
　

甲
府
市
中
央
４
丁
目
12
番
21
号

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
５–

２
３
７–

７
７
７
４

印
刷
所
　
株
式
会
社　

峡
南
堂
印
刷
所

発
行
日
　
令
和
４
年
４
月
26
日

リユーズ株式会社
代 表 者：大坂　俊彦
業 種：電気通信工事
住 所：北杜市武川町三吹 2417

TEL 0551-30-9054　FAX 0551-30-9064

東和エレベーター株式会社
代 表 者：佐野　良
業 種：機械器具製造設置及び保守点検
住 所：北杜市須玉町穴平 1585

TEL 0551-42-2358　FAX 0551-42-2270

明立工業株式会社
代 表 者：相澤　美耶
業 種：建設業
住 所：北杜市高根町清里 1870

TEL 0551-48-2259　FAX 0551-23-0615

株式会社まるだい
代 表 者：大沼　武光
業 種：建設業
住 所：中央市浅利 2944

TEL 055-269-2171　FAX 055-269-3336

合同会社杜設計
代 表 者：藤森　正秀
業 種：設計・監理
住 所：甲府市上町 1046-1

TEL 055-243-6151

社会保険労務士法人ブレインパートナーズ
代 表 者：仲村　清俊
業 種：社会保険労務士
住 所：甲斐市西八幡 2300-2

TEL 055-288-1928　FAX 055-288-1929

株式会社エコジャパン
代 表 者：原　陽平
業 種：ビルメンテナンス
住 所：甲府市中央 2-8-6

TEL 055-233-3355　FAX 055-233-3357
Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.eco-jpn.biz/

●
決
算
法
人
説
明
会
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　
５
月
27
日　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
　
　
　
　
　
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

　
【
内
容
】法
人
税
に
つ
い
て
の
注
意
点

　
　
　
　
消
費
税
に
つ
い
て
の
注
意
点

　
　
　
　
源
泉
所
得
税
に
つ
い
て
の
注
意
点

　
　
　
　

�

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
・登
録
申
請
手

続
き
に
つ
い
て

●
源
泉
部
会
講
習
会

 

（
第
１
回
）

　
甲
府
会
場　
６
月
22
日　
ア
ピ
オ
甲
府

　
韮
崎
会
場　
６
月
23
日　

�

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

　
【
内
容
】

　
初
級
講
座　
源
泉
所
得
税
の
概
要

　
　
　
　
　
　
給
与
・
賞
与
の
税
額
計
算

　
　
　
　
　
　

�

所
得
税
関
係
の
改
正
に
つ
い
て

　
上
級
講
座　

�

非
居
住
者
又
は
外
国
法
人
等
に
支

払
う
所
得
の
源
泉
徴
収
事
務

　
　
　
　
　
　

�

海
外
派
遣
社
員
給
与
の
取
扱
い
等

 

（
第
２
回
）

　
韮
崎
会
場　
８
月
24
日　

�

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル

　
甲
府
会
場　
８
月
25
日　
ア
ピ
オ
甲
府

　
【
内
容
】

　
初
級
講
座　

�

特
殊
な
給
与
・
現
物
給
与
の
取
り
扱
い

　
上
級
講
座　
誤
り
や
す
い
事
例

　
　
　
　
　
　
所
得
税
関
係
の
改
正

　
　
　
　
　
　

�

年
末
調
整
の
電
子
化
及
び
年
末
調
整

ソ
フ
ト
に
つ
い
て

　
※
第
１
回
お
よ
び
第
２
回
の
開
催
時
間

　
　
初
級
講
座　
午
前
10
時
15
分
〜
正
午

　
　
上
級
講
座　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
15
分

〈
山
梨
県
法
人
会
連
合
会
の
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
〉

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
女
性
社
員
向
け
）

　
第
１
回 

７
月
14
日 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

  

甲
府
法
人
会
館

　
（
主
な
対
象
：
新
人
・
若
手
社
員
）＊
接
遇
向
上
研
修

　
●
接
遇
マ
ナ
ー
の
必
要
性
と
基
本

　
●
コ
ロ
ナ
時
代
の
接
遇
を
考
え
る

　
●
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
重
要
性

　
●
第
一
印
象
の
重
要
性
と
「
マ
ス
ク
笑
顔
」

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
右
記
の

日
程
等
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

研
修
会
等
予
定

会報等でのご紹介に
ついて、同意いただいた
新入会員を掲載します。
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